
《
論
　
　
説
》カ

ナ
ダ
の
憲
法
体
制
に
お
け
る
国
際
法

松　
　

田　
　

幹　
　

夫

一　

は
じ
め
に

１　

カ
ナ
ダ
憲
法
の
特
異
性

２　

カ
ナ
ダ
の
国
際
法
受
容

⑴　
「
採
用
」
概
観
―
―
外
国
公
使
館
事
件

⑵　
「
変
型
」
概
観
―
―
労
働
条
約
事
件

二　

重
要
判
決

１　
「
採
用
」
―
―
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
大
陸
棚
事
件

⑴　
事
実

⑵　
判
決

⑶　
意
義

①　

採
用
モ
デ
ル
の
黙
示
的
適
用
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②　

大
陸
棚
制
度
の
慣
習
国
際
法
化

③　

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
地
位

２　
「
変
型
」
―
―
フ
ラ
ン
シ
ス
対
女
王
事
件

⑴　
事
実

⑵　
判
決

⑶　
意
義

①　

カ
ー
ウ
ィ
ン
首
席
裁
判
官
の
意
見
の
先
例
拘
束
性

②　

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法

③　

ジ
ェ
イ
条
約

三　

お
わ
り
に

１　

二
元
論
対
国
家
実
行

２　

法
律
優
位
論
対
条
約
優
位
論

一　

は
じ
め
に

１　

カ
ナ
ダ
憲
法
の
特
異
性

グ
リ
ー
ン
（
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
）
が
「
国
際
法
と
国
内
法
」
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
な
に
よ
り
も
さ
き
に
と
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り
あ
げ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
憲
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
法
が
国
内
法
に
対
し
て
優
位
（suprem

acy

）

を
保
持
す
る
か
否
か
は
、
し
ば
し
ば
論
議
さ
れ
て
お
り
、
若
干
の
憲
法
は
国
際
法
を
法
の
一
部
と
し
て
明
確
に
引
用
し
て
国
際
法
優
位

を
承
認
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
む
こ
と
す
ら
あ
り
得
る
と
述
べ
て
指
摘
し
た
の
が
、
ド
イ
ツ
基
本
法
第
二
五
条
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
う

規
定
す
る
。

国
際
法
の
一
般
原
則
は
、
連
邦
法
の
構
成
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
律
に
優
先
し
（Sie gehen den Gesetzen vor

）、
連
邦

領
域
の
住
民
に
対
し
て
直
接
に
権
利
・
義
務
を
生
じ
る
。

そ
こ
で
、
グ
リ
ー
ン
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
が
「
国
際
法
の
一
般
原
則
」
と
明
記
す
る
内
容
に
反
す
る
国
内
法
は
そ
の
範
囲
で
無
効
で

あ
る
も
の
の
、
国
内
法
を
理
由
と
す
る
ド
イ
ツ
の
条
約
義
務
違
反
は
問
題
の
立
法
の
無
効
に
終
わ
ら
な
い
と
解
し
た
。

つ
ぎ
に
、
グ
リ
ー
ン
が
国
内
法
に
対
す
る
国
際
法
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
そ
れ
ほ
ど
広
範
囲
で
は
な
い
と
断
わ
っ
て
示
し
た
の
が
、
ア
メ

リ
カ
憲
法
第
六
条
二
項
で
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

こ
の
憲
法
、
こ
れ
に
準
拠
し
て
制
定
さ
れ
る
合
衆
国
の
法
律
、
お
よ
び
、
合
衆
国
の
権
能
を
も
っ
て
す
で
に
締
結
さ
れ
、
ま
た
、

将
来
締
結
さ
れ
る
す
べ
て
の
条
約
は
、
国
の
最
高
法
（suprem

e law
 of the land

）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
州
の

裁
判
官
は
、
い
ず
れ
か
の
州
の
憲
法
ま
た
は
法
律
に
反
対
の
規
定
の
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
拘
束
さ
れ
る
。

こ
の
第
六
条
二
項
は
、
ア
メ
リ
カ
が
締
結
す
る
す
べ
て
の
条
約
が
国
の
最
高
法
を
構
成
し
、
こ
れ
に
反
す
る
い
ず
れ
か
の
州
の
憲
法

ま
た
は
立
法
行
為
を
無
効
に
す
る
と
定
め
る
。
し
か
し
、
の
ち
の
連
邦
制
定
法
は
、
前
の
条
約
を
無
効
に
す
る
。
た
だ
、
の
ち
の
制
定

法
に
よ
っ
て
無
効
に
さ
れ
る
条
約
義
務
は
、
国
際
的
に
は
ア
メ
リ
カ
を
拘
束
し
続
け
る
と
、
グ
リ
ー
ン
は
、
み
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
あ
と
、
グ
リ
ー
ン
は
、
カ
ナ
ダ
の
国
家
実
行
に
触
れ
て
も
、
カ
ナ
ダ
憲
法
を
直
視
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
カ
ナ

ダ
憲
法
が
特
異
で
あ
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
カ
ナ
ダ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
と
似
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
場
合
と

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）（

5
）
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違
っ
て
、
単
一
の
成
文
憲
法
典
を
も
た
な
い
国
家
で
あ
る
。
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
の
議
会
制
定
法

で
あ
る
「
一
八
六
七
年
イ
ギ
リ
ス
領
北
ア
メ
リ
カ
法
（British N

orth A
m

erica A
ct 1867

）」（
現
「
一
八
六
七
年
憲
法
」）、
お
よ
び
、

連
合
王
国
の
議
会
制
定
法
で
あ
る
「
一
九
八
二
年
カ
ナ
ダ
法
（Canada A

ct 1982

）」
の
別
表
B
に
掲
げ
ら
れ
た
「
一
九
八
二
年
憲
法
」

が
、
カ
ナ
ダ
憲
法
の
二
大
重
要
文
書
で
あ
る
。
前
者
が
統
治
機
構
と
呼
ば
れ
る
規
定
群
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
権
利
宣
言
と
呼

ば
れ
る
規
定
群
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
前
者
に
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
第
二
五
条
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
憲
法
第
六
条
二
項
の
よ
う
な
条

項
が
、
存
在
し
な
い
。

前
記
・
一
八
六
七
年
憲
法
制
定
当
時
、
カ
ナ
ダ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
対
外
問
題
処
理
に
関
す
る
大

権
の
一
部
の
ま
ま
で
あ
る
条
約
締
結
権
は
主
権
者
（Sovereign

）
に
と
ど
め
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
臣
の
助
言
に
基
づ
い
て
行
使
さ

れ
た
。
こ
の
た
め
、
一
八
六
七
年
憲
法
は
「
こ
の
問
題
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い
る
」
と
、
キ
ン
ド
レ
ッ
ド
（
カ
ナ
ダ
・
ダ
ル
ハ
ウ
ジ
ー

大
学
）
は
、
述
べ
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
後
、
カ
ナ
ダ
に
影
響
す
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
条
約
交
渉
に
カ
ナ
ダ
の
政
府
代
表
が
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
、
一
九
二
三
年
オ
ヒ
ョ
ウ
漁
業
条
約
（H

alibut Fisheries T
reaty, 1923

）
に
カ
ナ
ダ
の
た
め
に
（on 

behalf of Canada

）
署
名
す
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
新
し
い
手
続
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
ミ
ニ
オ
ン
（
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
）
の
地
位
を
定
義
づ
け
た
一
九
二
六
年
帝
国
会
議
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
。

２　

カ
ナ
ダ
の
国
際
法
受
容

カ
リ
ー
（
オ
タ
ワ
大
学
）
は
、
国
際
法
を
カ
ナ
ダ
の
国
内
法
体
系
に
受
容
す
る
範
囲
は
憲
法
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
の
法
的

お
よ
び
憲
法
上
の
遺
産
を
前
提
と
す
る
と
、
と
ら
れ
る
べ
き
ア
プ
ロ
ー
チ
は
イ
ギ
リ
ス
憲
法
で
と
ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
多
く
の
点
で

同
様
で
あ
る
と
述
べ
た
。
国
際
法
は
、
受
容
さ
れ
る
国
際
法
規
則
の
性
質
に
よ
り
二
つ
の
違
っ
た
受
容
モ
デ
ル
（m

odels of 

（
6
）

（
7
）
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reception

）
の
一
つ
に
従
っ
て
処
理
さ
れ
る
。

第
一
の
モ
デ
ル
は
、「
採
用
（adoptionist

）」
ま
た
は
「
編
入
（incorporationist

）」
で
あ
っ
て
、
国
際
法
規
則
は
自
動
的
に
国

内
法
秩
序
の
一
部
を
形
成
し
、
か
つ
、
個
人
お
よ
び
法
人
（corporation

）
の
よ
う
な
国
家
よ
り
下
位
の
行
為
者
（sub-national 

actors

）
の
た
め
に
直
接
の
法
的
効
果
を
も
つ
法
的
規
則
の
骨
組
の
一
部
を
形
成
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
内
法
的
手
続
に
よ
る
国
際

法
規
則
の
介
入
ま
た
は
変
型
（intervention or transform

ation

）
な
し
に
、
そ
う
で
あ
る
。

第
二
の
モ
デ
ル
は
、「
変
型
」
で
あ
っ
て
、
国
際
法
規
則
は
国
内
体
系
の
立
法
手
続
の
一
つ
に
よ
っ
て
国
内
法
規
則
に
変
型
さ
れ
な

い
限
り
国
内
的
に
効
果
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張
す
る
。

カ
ナ
ダ
の
法
体
系
は
両
モ
デ
ル
を
適
用
す
る
か
ら
、
両
モ
デ
ル
の
作
用
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
国
際
法
と
国

内
法
の
関
係
の
性
質
を
指
示
す
る
カ
ナ
ダ
の
多
様
な
憲
法
上
の
文
書
に
は
、
明
示
的
規
定
が
、
な
い
。
そ
こ
で
、「
規
則
は
有
力
な
憲

法
上
の
原
則
に
従
い
（
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
カ
ナ
ダ
両
方
の
）
裁
判
所
に
よ
っ
て
練
ら
れ
て
来
た
」
と
説
く
カ
リ
ー
の
言
が
、
こ
の
さ
い
、

留
意
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
は
、
慣
習
国
際
法
の
場
合
、
採
用
ス
タ
ン
ス
を
と
り
、
条
約
の
場
合
、
変
型
ア
プ
ロ
ー
チ

を
と
る
と
、
一
般
的
に
は
、
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
各
モ
デ
ル
の
実
態
に
つ
い
て
概
観
し
よ
う
。

⑴
　「
採
用
」
概
観

カ
リ
ー
が
「
連
合
王
国
で
は
、
慣
習
国
際
法
の
場
合
、
受
容
の
採
用
ま
た
は
編
入
モ
デ
ル
が
有
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
確
立
さ

れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
カ
ナ
ダ
で
の
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
」
と
明
言
し
た
の
は
、
外
国
公
使
館
事
件
（Foreign Legations 

Case

）
一
九
四
三
年
最
高
裁
判
所
判
決
で
あ
る
。

（
8
）

（
9
）

（
10
）（

11
）
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と
こ
ろ
で
、
同
じ
一
九
四
三
年
の
「
カ
ナ
ダ
刑
事
裁
判
所
か
ら
の
合
衆
国
軍
免
除
（Exem

ption of U
.S.Forces from

 

Canadian Crim
inal Courts

）」
事
件
最
高
裁
判
決
に
お
け
る
タ
シ
ュ
ロ
ー
裁
判
官
（T

aschereau J.

）
の
コ
メ
ン
ト
が
カ
ナ
ダ
の

立
場
を
ベ
ス
ト
に
表
明
し
た
と
、
グ
リ
ー
ン
は
評
価
し
て
お
り
、
同
コ
メ
ン
ト
は
「
国
際
法
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
国
内
法
に
編
入
さ

れ
な
い
限
り
、
カ
ナ
ダ
に
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
、
私
は
、
忘
れ
な
い
。
同
じ
原
則
は
、
外
国
公
使
館
事
件
判
決
で
本
裁
判
所
に
よ
っ

て
保
持
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
、
ダ
フ
首
席
裁
判
官
（D

uff C.J.

）
の
意
見
を
こ
う
引
用
し
た
。

私
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
…
…
制
定
法
の
若
干
と
同
様
、
と
く
に
一
八
世
紀
に
施
行
さ
れ
た
帝
国
議
会
の
立
法
か
ら
の
適

切
な
結
論
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
正
式
に
ア
ッ
パ
ー
・
カ
ナ
ダ
に
導
入
さ
れ
た
と
き
…
…
フ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
こ
の
規

則
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
、
し
た
が
っ
て
、
オ
ン
タ
リ
オ
法
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
国
際
法
の
原
則
に
や
は
り
含
意
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
国
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
国
際
法
は
拘
束
力
を
も
た
ず
、
国
際
道
徳
の
執
行
不
可
能
な
抽
象
的

規
則
の
成
典
に
過
ぎ
な
い
。
…
…
私
は
、
世
界
の
諸
国
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
一
団
の
規
則
が
存
在
す
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

こ
れ
ら
規
則
は
、
合
衆
国
の
上
級
裁
判
所
（highest courts

）
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
本
件
に
適
用
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
中
の

若
干
は
、
枢
密
院
司
法
委
員
会
（Judicial Com

m
ittee

）
に
よ
っ
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
私
は
、
そ
の
存
在
を
認
識
し
、
わ
れ

わ
れ
の
国
内
法
に
編
入
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
そ
し
て
、
私
は
、
わ
れ
わ
れ
の
領

域
内
に
お
け
る
そ
れ
ら
規
則
の
適
用
に
反
す
る
な
に
ご
と
も
、
国
内
法
で
は
知
ら
な
い
。

右
の
締
め
く
く
り
は
、
国
際
法
優
位
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ス
テ
ル
（
ト
ロ
ン
ト
・
ヨ
ー
ク
大
学
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
四
年
後

の
一
九
四
七
年
、
国
内
法
優
位
論
を
と
る
判
決
が
、
出
た
。
そ
れ
は
、
ロ
ー
ズ
対
国
王
（Rose v T

he K
ing

）
事
件
ケ
ベ
ッ
ク
王
座

裁
判
所
判
決
で
あ
っ
て
、「
い
う
ま
で
も
な
く
、
国
家
は
、
国
際
法
と
い
う
非
常
に
漠
然
と
し
て
不
正
確
な
権
威
を
拡
張
ま
た
は
制
約

で
き
る
。
そ
れ
は
、
特
定
の
立
法
を
通
じ
て
、
ま
た
は
、
特
定
の
行
為
を
通
じ
て
さ
え
、
そ
れ
か
ら
逸
脱
ま
た
は
そ
れ
を
増
幅
で
き
る
」

（
12
）
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と
主
張
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
外
国
公
使
館
事
件
判
決
も
、
合
衆
国
軍
免
除
事
件
判
決
も
、
た
し
か
に
、
採
用
モ
デ
ル
に
属
し
た
。

⑵
　「
変
型
」
概
観

慣
習
国
際
法
に
関
し
て
カ
ナ
ダ
の
法
体
系
が
と
る
採
用
ス
タ
ン
ス
と
対
照
的
に
、
条
約
は
、
明
確
に
変
型
待
遇
を
与
え
ら
れ
る
。
カ

ナ
ダ
に
よ
っ
て
署
名
お
よ
び
批
准
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
国
際
的
に
拘
束
力
を
も
つ
条
約
は
、
カ
ナ
ダ
の
法
体
系
内
で
は
、
そ
れ
自
身
の

正
式
ま
た
は
直
接
の
法
的
効
果
を
有
さ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
効
果
を
有
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
は
、
国
内
の
立
法
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ

て
変
型
ま
た
は
実
施
さ
れ
（im

plem
ented

）
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
条
約
は
、
通
例
、
立
法
に
よ
っ
て
カ
ナ
ダ
法
に
変

型
ま
た
は
実
施
さ
れ
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
援
用
さ
れ
な
い
。

変
型
モ
デ
ル
の
例
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
は
、
労
働
条
約
事
件
（Labour Conventions Case

）
一
九
三
七
年
枢
密
院
司
法

委
員
会
判
決
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
、
カ
ナ
ダ
は
、
国
際
労
働
総
会
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
三
条
約
を
批
准
し
た
。
議
会
は
、
条
約
規

定
に
従
っ
て
、
立
法
に
着
手
し
た
。
カ
ナ
ダ
最
高
裁
か
ら
の
上
訴
に
基
づ
い
て
、
司
法
委
員
会
は
、
立
法
は
連
邦
議
会
（federal 

Paliam
ent

）
の
権
限
踰
越
（ultra vires

）
で
あ
り
、
関
係
主
題
に
つ
い
て
の
立
法
権
は
州
議
会
（legislatures of the 

provinces

）
に
与
え
ら
れ
る
と
助
言
し
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ア
ト
キ
ン
卿
（Lord A

tkin

）
の
次
の
意
見
で
あ
る
。「
条

約
義
務
の
履
行
が
現
行
国
内
法
の
変
更
を
も
た
ら
す
な
ら
ば
立
法
行
為
を
必
要
と
す
る
の
に
対
し
、
条
約
締
結
は
行
政
行
為
で
あ
る
と

す
る
充
分
に
確
立
さ
れ
た
規
則
が
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
内
に
存
在
す
る
…
…
」。

前
記
・
外
国
公
使
館
事
件
の
場
合
と
同
様
、
枢
密
院
司
法
委
員
会
が
登
場
す
る
が
、
そ
れ
は
、
当
時
、
同
委
員
会
が
カ
ナ
ダ
な
ど
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
メ
ン
バ
ー
の
上
訴
機
関
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
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と
に
か
く
、
本
件
で
争
わ
れ
た
の
は
、
変
型
を
担
当
す
る
立
法
府
が
連
邦
議
会
か
州
議
会
で
あ
る
か
の
問
題
で
あ
っ
て
、
変
型
そ
の

も
の
は
、
争
わ
れ
な
か
っ
た
。

二　

重
要
判
決

以
上
に
お
い
て
、「
採
用
」「
変
型
」
各
モ
デ
ル
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
こ
こ
で
は
、
各
モ
デ
ル
の
重
要
判
決
各
一
件
を
や
や
詳
細
に

と
り
あ
げ
る
。

１　
「
採
用
」
―
―
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
大
陸
棚
事
件
（Re N

ew
foundland C

ontinental Shelf

）

最
高
裁
が
採
用
モ
デ
ル
を
黙
示
的
に
認
め
た
事
案
が
、
本
件
で
あ
る
。

⑴
　
事
実

カ
ナ
ダ
最
高
裁
は
、
領
海
を
越
え
る
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
沖
合
い
区
域
に
お
け
る
「
大
陸
棚
の
海
底
お
よ
び
そ
の
下
の
鉱
物
そ

の
他
の
天
然
資
源
に
つ
い
て
」
①
前
記
・
鉱
物
そ
の
他
の
天
然
を
探
査
し
開
発
す
る
権
利
（right to explore and exploit

）、
お
よ

び
、
②
前
記
・
鉱
物
そ
の
他
の
天
然
資
源
の
探
査
お
よ
び
開
発
に
関
し
法
を
制
定
す
る
立
法
管
轄
権
（legislative jurisdiction

）
を

有
す
る
の
は
、
カ
ナ
ダ
か
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
か
を
質
問
さ
れ
た
。

⑵
　
判
決

（
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一
九
八
四
年
、
最
高
裁
は
、
次
の
よ
う
な
判
決
を
与
え
た
。

鉱
物
そ
の
他
の
天
然
資
源
を
「
探
査
し
開
発
す
る
権
利
」
の
正
確
な
言
語
は
、
一
九
五
八
年
大
陸
棚
条
約
第
二
条
か
ら
引
用
さ
れ
て

い
る
。
カ
ナ
ダ
お
よ
び
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
両
者
は
、
国
際
法
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
沿
岸
国
の
権
利
を
請
求
す
る
。
カ
ナ
ダ

も
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
も
、
大
陸
棚
条
約
に
お
け
る
制
度
法
典
化
よ
り
前
に
、
大
陸
棚
に
い
か
な
る
請
求
も
行
な
わ
な
か
っ
た
。

開
発
は
沿
岸
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
、
展
開
し
た
。
大
陸
棚
条
約
は
、
こ
の
結
果

を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
こ
と
だ
け
の
た
め
に
起
草
さ
れ
た
。こ
う
し
て
、大
陸
棚
条
約
は
、大
陸
棚
に
対
す
る「
主
権（sovereignty

）」

を
認
め
ず
、「
探
査
し
開
発
す
る
主
権
的
権
利
（sovereign right

）」
を
認
め
た
。

一
九
四
〇
年
代
末
に
「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
そ
れ
の
た
め
に
」
な
さ
れ
る
大
陸
棚
へ
の
請
求
可
能
性
に

つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
・
連
合
王
国
間
に
若
干
の
議
論
が
起
こ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
請
求
は
、
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
が
カ
ナ
ダ
に
加
入
す
る
よ
り
前
に
国
際
法
の
も
と
で
大
陸
棚
へ
の
権
利
を
取
得
し
て
い
た
と

す
る
た
め
に
は
、
国
際
法
が
大
陸
棚
へ
の
有
効
な
国
家
請
求
と
し
て
承
認
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
請
求
を
し
な
い
国
家
が

法
律
上
当
然
に
（ipso jure

）
問
題
の
権
利
を
与
え
ら
れ
る
段
階
に
そ
の
日
ま
で
に
到
達
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
示
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
国
際
法
の
現
在
の
立
場
は
、
そ
の
よ
う
な
請
求
は
必
要
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
問
題
が
、
な
い
。
大
陸
棚
条
約
第

二
条
三
項
は
、
こ
う
規
定
す
る
。「
大
陸
棚
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権
利
は
、
実
効
的
な
も
し
く
は
名
目
上
の
先
占
ま
た
は
明
示
的
な
宣

言
に
依
存
す
る
も
の
で
は
な
い
」。

問
題
は
、
一
九
四
九
年
に
こ
れ
を
法
と
す
る
ほ
ど
国
際
法
が
充
分
に
結
晶
化
し
て
い
た
か
否
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
裁
判
所
は
、

国
際
司
法
裁
判
所
規
程
第
三
八
条
一
項
に
配
置
さ
れ
た
国
際
法
の
源
泉
を
考
慮
し
て
、
本
件
に
適
用
不
可
能
な
条
約
お
よ
び
法
の
一
般

原
則
を
す
み
や
か
に
無
視
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
決
定
的
論
点
は
、
大
陸
棚
を
探
査
し
開
発
す
る
た
め
法
律
上
当
然
に
発
生
す
る
主
権

（
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的
権
利
が
一
九
四
九
年
ま
で
に
慣
習
国
際
法
事
項
で
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
、
国
連
国
際
法
委
員
会
は
、
大
陸
棚
に
つ

い
て
の
作
業
を
開
始
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
結
論
で
は
、
国
際
法
は
、
大
陸
棚
を
探
査
し
開
発
す
る
沿
岸
国
の
権
利
を
法
律
上
当
然
に
認

め
る
ほ
ど
充
分
に
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
一
九
四
九
年
の
国
家
実
行
は
一
般
的
な
実
行
を
構
成
す
る
ほ
ど
普
及
し
て

お
ら
ず
、
確
定
的
な
法
を
構
成
す
る
ほ
ど
不
変
で
も
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
大
陸
棚
に
つ
い
て
の
国
際
法
は
、
相
対
的
に
は
敏
速
に
展

開
し
た
。
し
か
し
、
一
九
四
九
年
ま
で
に
は
、
具
体
的
形
式
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
法
務
総
裁
（A

ttoyney General

）
は
、
た
と
え
大
陸
棚
へ
の
権
利
が
一
九
四
九
年
に
慣
習
国
際
法
の

一
部
で
な
く
て
も
、
そ
の
後
の
展
開
は
遡
及
効
を
も
つ
と
主
張
し
て
、
北
海
大
陸
棚
事
件
一
九
六
九
年
国
際
司
法
裁
判
決
の
次
の
箇
所

を
あ
げ
た
。「
…
…
領
土
の
海
中
お
よ
び
海
底
へ
の
自
然
の
延
長
を
構
成
す
る
大
陸
棚
区
域
に
関
す
る
沿
岸
国
の
権
利
は
…
…
事
実
上

当
然
か
つ
最
初
か
ら
（ipso facto and ab initio

）
存
在
す
る
…
…
」。
し
か
し
、
北
海
大
陸
棚
事
件
判
決
に
、
遡
及
性
と
い
う
論
点
は
、

な
い
。「
事
実
上
当
然
」
の
語
も
、「
最
初
か
ら
」
の
語
も
、
遡
及
性
を
意
味
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
考
え
な
い
。
た
と
え
、
大
陸
棚

に
関
す
る
国
際
法
が
遡
及
効
を
も
つ
と
し
て
も
、
利
益
は
、
現
在
、
大
陸
棚
へ
の
権
利
を
取
得
す
る
権
能
を
も
つ
カ
ナ
ダ
の
団
体
に
生

じ
て
い
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
は
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

加
入
（entering into Confederation

）
に
さ
い
し
国
際
法
に
よ
っ
て
大
陸
棚
を
探
査
し
開
発
す
る
権
利
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
結
論
づ
け
る
。
カ
ナ
ダ
が
大
陸
棚
に
お
い
て
探
査
し
開
発
す
る
権
利
を
も
つ
と
い
う
結
論
は
、
カ
ナ
ダ
が
立
法
管
轄
権
を
も
つ
と

い
う
結
論
に
容
易
に
通
じ
る
。

⑶
　
意
義

①　

採
用
モ
デ
ル
の
黙
示
的
適
用

（
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判
決
は
、国
際
司
法
裁
判
所
規
程
第
三
八
条
一
項
に
裁
判
基
準
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
条
約
・
慣
習
国
際
法
・
法
の
一
般
原
則
の
う
ち
、

条
約
お
よ
び
法
の
一
般
原
則
を
早
々
に
無
視
し
た
。
三
源
泉
か
ら
消
去
さ
れ
た
二
源
泉
の
あ
と
に
残
っ
た
の
が
、
慣
習
国
際
法
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
作
用
し
て
、
本
件
は
採
用
モ
デ
ル
の
黙
示
的
適
用
と
評
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
あ
と
の
②
か

ら
も
い
え
る
よ
う
に
、
三
源
泉
の
う
ち
慣
習
国
際
法
の
み
を
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
せ
て
も
、
さ
し
つ
か
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

②　

大
陸
棚
制
度
の
慣
習
国
際
法
化

本
件
の
主
要
論
点
は
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
が
カ
ナ
ダ
・
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
加
入
す
る
一
九
四
九
年
ま
で
に
大
陸
棚

へ
の
主
権
的
権
利
を
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
に
与
え
る
よ
う
大
陸
棚
の
地
位
に
関
す
る
慣
習
国
際
法
が
充
分
に
発
達
し
て
い
た
か
ど

う
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
家
実
行
そ
の
他
は
、
大
陸
棚
制
度
が
一
九
四
九
年
よ
り
前
に
慣
習
国
際
法
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

示
し
た
。

そ
れ
で
は
、
大
陸
棚
制
度
は
い
つ
ご
ろ
慣
習
国
際
法
化
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
八
年
に
大
陸
棚
条
約
が
採
択
さ
れ
た
の
ち
約
一
〇
年
の
慣
行
は
、
大
陸
棚
資
源
の
開
発
が
沿
岸
国
に
独

占
さ
れ
る
と
い
う
観
念
を
一
般
国
際
法
化
つ
ま
り
慣
習
国
際
法
化
し
た
。
そ
れ
を
決
定
づ
け
た
の
は
、
前
記
・
北
海
大
陸
棚
事
件
判
決

で
あ
る
。

そ
し
て
、「
主
権
的
権
利
」
と
い
う
多
少
不
可
解
な
語
は
、
条
約
案
を
審
議
し
た
国
際
法
委
員
会
に
お
い
て
、
報
告
者
フ
ラ
ン
ソ
ア

に
よ
っ
て
使
わ
れ
た
。「
主
権
」
と
い
う
伝
統
的
用
語
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
上
部
水
域
お
よ
び
上
空
に
お
け
る
自
由
を
妨
げ
な

い
と
い
う
意
図
か
ら
で
あ
っ
た
。

③　

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
地
位

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
は
、
一
九
三
一
年
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
と
と
も
に
、

（
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「
ド
ミ
ニ
オ
ン
」
と
表
現
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
が
国
際
法
主
体
を
目
指
し
て
前
進

し
た
の
に
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
は
、
そ
う
し
な
か
っ
た
。
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
間
で
発
効
し
た
「
合
同
条
件

（T
erm

s of U
nion

）」
は
、
同
文
書
発
効
以
後
、「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
は
、
カ
ナ
ダ
の
一
部
を
形
成
し
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド

ラ
ン
ド
州
（Province of N

ew
foundland

）
と
し
て
呼
ば
れ
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
知
ら
れ
る
州
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
規
定
し
た
。

２　
「
変
型
」
―
―
フ
ラ
ン
シ
ス
対
女
王
（Francis v The Q

ueen

）
事
件

カ
ナ
ダ
の
裁
判
所
は
、
未
実
施
（unim

plem
ented

）
の
条
約
に
な
ん
ら
か
の
効
果
を
与
え
る
こ
と
を
伝
統
的
に
拒
絶
し
た
。
こ
れ

に
き
び
し
く
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
一
つ
の
頻
出
例
が
、
本
件
で
あ
る
。

⑴
　
事
実

本
件
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
セ
ン
ト
・
レ
ジ
ス
居
住
地
（St.Regis Indian Reserve

）
に
、
重
要
な
期
間
、
存
在
し
た
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
居
住
者
で
あ
る
上
訴
人
の
権
利
請
願
を
し
り
ぞ
け
た
財
務
裁
判
所
（Exchequer Court

）
の
判
決
に
対
す
る
上
訴
で
あ
る
。
こ
の

居
住
地
は
、
ア
メ
リ
カ
に
拡
が
る
セ
ン
ト
・
レ
ジ
ス
部
族
の
一
層
大
き
な
開
拓
地
の
一
部
で
あ
っ
て
、
南
は
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
間

の
国
境
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
た
。
一
九
四
八
年
か
ら
五
一
年
ま
で
、
上
訴
人
フ
ラ
ン
シ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
で
電
気
洗
濯
機
な
ど
を
購
入

し
た
。
そ
れ
ら
は
、
地
方
関
税
事
務
所
で
申
告
さ
れ
ず
、
一
二
三
・
六
六
ド
ル
に
達
し
た
税
が
支
払
わ
れ
る
ま
で
、
差
押
え
ら
れ
た
。

上
訴
理
由
の
一
つ
は
、
一
七
九
四
年
に
英
米
間
で
署
名
さ
れ
た
友
好
・
通
商
・
航
海
条
約
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
イ
条
約
（Jay T

reaty

）

第
三
条
、
お
よ
び
、
一
八
一
四
年
に
同
じ
く
英
米
間
で
署
名
さ
れ
た
ヘ
ン
ト
条
約
（T

reaty of Ghent

）
第
九
条
で
あ
っ
た
。
た
と

え
ば
、
ジ
ェ
イ
条
約
第
三
条
は
、
そ
れ
ら
自
身
の
正
当
な
商
品
お
よ
び
人
的
財
産
と
と
も
に
通
過
ま
た
は
再
通
過
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

（
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）
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）
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は
輸
入
税
を
支
払
わ
な
い
と
規
定
す
る
。

⑵
　
判
決

一
九
五
六
年
六
月
一
一
日
、
最
高
裁
は
、
上
訴
棄
却
の
判
決
を
下
し
、
ジ
ェ
イ
条
約
は
カ
ナ
ダ
の
裁
判
所
が
そ
れ
を
実
効
的
に
す
る

実
施
立
法
を
要
求
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
立
法
が
な
い
場
合
、
第
三
条
は
関
税
か
ら
の
免
除
を
認
め
な
い
と
し
た
。

と
く
に
、カ
ー
ウ
ィ
ン
首
席
裁
判
官（K

erw
in C.J.C.

）（
タ
シ
ュ
ロ
ー
裁
判
官
お
よ
び
フ
ォ
ー
ト
ー
ス
裁
判
官
も
賛
成
）は
、「
…
…

こ
こ
で
提
起
さ
れ
る
よ
う
な
権
利
お
よ
び
義
務
が
、
カ
ナ
ダ
で
は
…
…
条
約
が
立
法
に
よ
っ
て
実
施
ま
た
は
裁
可
さ
れ
た
場
合
に
の
み

裁
判
所
に
お
い
て
執
行
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
ケ
ロ
ッ
ク
裁
判
官
（
ア
ボ
ッ
ト
裁
判
官
も
賛
成
）
は
、
上
訴
人
は
、
①
ジ
ェ
イ
条
約
第
三
条
は
授
権
ま
た
は
確
認
の
た
め
の

な
ん
ら
か
の
立
法
な
し
に
カ
ナ
ダ
で
は
国
内
法
の
一
部
と
な
り
、
②
請
求
さ
れ
た
権
利
に
影
響
す
る
立
法
は
、
そ
の
後
、
制
定
さ
れ
な

い
と
主
張
し
た
が
、
私
が
②
に
関
し
て
到
達
し
た
結
論
に
か
ん
が
み
る
と
、
①
を
考
慮
す
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
ケ
ロ
ッ
ク
裁
判
官
に
よ
れ
ば
、
上
訴
人
は
、
少
な
く
と
も
一
九
三
一
年
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
以
来
、
請
求
さ
れ
た
権

利
に
関
し
て
立
法
す
る
こ
と
が
議
会
の
権
限
で
あ
る
と
し
た
。

⑶
　
意
義

①　

カ
ー
ウ
ィ
ン
首
席
裁
判
官
の
意
見
の
先
例
拘
束
性

前
記
・
労
働
条
約
事
件
判
決
中
の
「
条
約
義
務
の
履
行
が
現
行
国
内
法
の
変
更
…
…
」
と
い
う
文
言
と
同
様
に
、「
女
王
対
カ
ナ
ダ

労
働
関
係
委
員
会
（Regina v Canada Labour Relations Board

）」
事
件
一
九
六
四
年
マ
ニ
ト
バ
裁
判
所
女
王
座
部
判
決
に
お

（
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（
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）

（
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い
て
引
用
さ
れ
た
の
が
、
本
判
決
の
カ
ー
ウ
ィ
ン
首
席
裁
判
官
の
意
見
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
裁
判
官
の
意
見
は
、
先
例
と
し
て

の
拘
束
性
を
認
め
ら
れ
た
重
要
判
決
と
と
ら
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
カ
ナ
ダ
で
は
、
裁
判
所
が
条
約
を
執
行
す
る
前

に
、
立
法
に
変
型
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②　

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法

上
訴
は
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
が
、
上
訴
人
は
、
一
九
三
一
年
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
に
依
拠
し
た
。
同
法
は
、
カ
ナ
ダ
を
も
メ
ン
バ
ー

と
す
る「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
歴
史
上
、偉
大
な
法
的
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
」と
評
価
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
制
定
法
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、

奇
妙
な
こ
と
に
、
上
訴
人
が
同
法
の
ど
の
規
定
に
依
拠
し
た
の
か
、
判
決
文
か
ら
は
明
確
で
は
な
い
。

③　

ジ
ェ
イ
条
約

上
訴
人
が
も
っ
と
も
依
拠
し
た
の
は
、
ジ
ェ
イ
条
約
で
あ
る
。
同
条
約
締
結
の
た
め
ワ
シ
ン
ト
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
派

遣
さ
れ
た
と
き
初
代
連
邦
最
高
裁
長
官
に
在
任
中
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
イ
の
名
を
と
っ
て
、
こ
う
呼
ば
れ
る
。
同
条
約
は
、
近
代

最
初
の
仲
裁
裁
判
条
約
と
い
う
意
味
で
、
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
重
要
性
は
、
本
件
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

三　

お
わ
り
に

１　

二
元
論
対
国
家
実
行

カ
ナ
ダ
の
国
際
法
受
容
で
は
、
慣
習
国
際
法
に
関
す
る
採
用
ま
た
は
編
入
モ
デ
ル
と
条
約
に
関
す
る
変
型
モ
デ
ル
に
二
分
さ
れ
る
む

ね
が
提
示
さ
れ
た
の
で
、
各
モ
デ
ル
の
実
態
に
い
く
ば
く
か
接
近
す
る
た
め
、
各
モ
デ
ル
に
属
す
る
判
決
各
二
件
と
取
り
組
ん
だ
。
そ

（
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）
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）
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こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
叙
述
を
踏
ま
え
、
カ
ナ
ダ
の
憲
法
体
制
の
上
で
国
際
法
が
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
な
ん

ら
か
の
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
段
階
に
さ
し
か
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
点
、
参
考
に
な
る
の
は
、
高
野
雄
一
説
で
あ
る
。
同
説
は
、
い
う
。『「
国
際
法
と
国
内
法
」
の
問
題
は
、
従
来
主
と
し
て
規
範

論
理
的
な
体
系
的
連
関
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
…
…
私
は
、
具
体
的
な
関
心
か
ら
出
発
し
て
、
こ
の
規
範
体
系
的
な
問
題
を

実
定
憲
法
や
そ
れ
に
基
く
国
際
的
現
象
の
側
か
ら
実
証
的
に
追
究
し
て
…
…
問
題
も
「
憲
法
と
条
約
」
に
し
ぼ
っ
た
』。
こ
の
高
野
説

を
応
用
し
て
、
本
稿
は
、「
法
律
と
条
約
」
の
関
係
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。

国
際
法
と
国
内
法
の
関
係
に
つ
い
て
の
二
元
論
に
由
来
す
る
変
型
モ
デ
ル
は
、
条
約
は
特
定
の
国
内
法
た
と
え
ば
法
律
に
変
型
さ
れ

る
か
ら
、
そ
れ
が
実
定
法
秩
序
の
段
階
構
造
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
は
、
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、「
国

際
法
と
国
内
法
は
相
互
に
独
立
し
て
存
在
す
る
二
つ
の
別
個
の
法
体
系
で
あ
る
」
と
み
る
二
元
論
は
、
理
論
的
に
は
成
立
す
る
と
し
て

も
、
国
家
実
行
上
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
問
題
が
、
ま
も
な
く
浮
上
す
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
変
型
モ
デ
ル
を
適
用
し

て
も
、
法
律
と
条
約
の
拒
触
問
題
が
発
生
す
る
現
象
は
、
不
可
避
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
家
実
行
は
、
抽
象
論
に
拘
泥
せ
ず
、
問
題
へ

の
実
証
的
解
答
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

２　

法
律
優
位
論
対
条
約
優
位
論

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
）
は
、「
国
際
法
と
国
内
法
・
諸
国
に
お
け
る
位
置
」
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、

「
カ
ナ
ダ
で
は
、
条
約
は
、
私
的
権
利
が
影
響
さ
れ
る
前
に
、
立
法
行
為
を
要
求
す
る
。
そ
し
て
、
制
定
法
は
、
条
約
と
抵
触
し
得
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
こ
の
文
言
の
前
半
は
、
変
型
モ
デ
ル
を
あ
ら
わ
す
。「
そ
し
て
…
…
」
以
下

の
後
半
は
、
条
約
に
対
す
る
法
律
の
優
位
を
主
張
す
る
。

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

51

カナダの憲法体制における国際法（松田）

― ―



オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
法
律
優
位
論
の
典
拠
と
し
た
の
は
、
ス
ウ
ェ
イ
ト
事
件
判
決
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
判
決
に
立
ち
入
る
前
に
、

同
判
決
の
判
旨
と
対
立
す
る
見
解
が
国
連
筋
で
一
旦
表
明
さ
れ
た
と
い
う
現
実
に
留
意
し
て
お
く
。
そ
れ
は
、
一
九
四
九
年
五
月
の
第

一
会
期
に
お
い
て
国
際
法
委
員
会
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
国
家
の
権
利
お
よ
び
義
務
に
関
す
る
宣
言
案
（draft D

eclaration on the 

Rights and D
uties of States

）
第
一
四
条
で
あ
っ
て
、「
あ
ら
ゆ
る
国
家
は
、
国
際
法
、
お
よ
び
、
各
国
家
の
主
権
が
国
際
法
の
優

位
（suprem

acy
）
に
服
す
る
と
い
う
原
則
に
従
っ
て
、
他
の
国
家
と
の
関
係
を
処
理
す
る
義
務
を
も
つ
」
と
規
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

同
案
は
、
充
分
な
関
心
を
呼
ば
ず
、
国
連
総
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
採
択
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
注
目
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
条
約
優
位
論
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
、
画
餅
に
帰
し
た
。

そ
こ
で
、
ス
ウ
ェ
イ
ト
事
件
に
戻
る
と
、
本
件
は
、
一
九
六
三
年
海
上
輸
送
組
合
理
事
法
（M

aritim
e T

ransportation U
nions 

T
rustees A

ct,1963

）
の
も
と
で
行
動
す
る
組
合
理
事
会
（Board of T

rustees

）
を
相
手
ど
っ
て
海
員
国
際
組
合
（Seafarersʼ 

International U
nion

）
の
一
職
員
ス
ウ
ェ
イ
ト
（Sw

ait

）
が
提
起
し
た
上
訴
で
あ
っ
た
。
同
法
は
、
上
訴
人
の
組
合
を
含
む
多
数

の
海
上
輸
送
組
合
の
管
理
権
を
組
合
理
事
会
に
与
え
た
。
上
訴
人
が
提
出
し
た
理
由
の
中
に
は
、
同
法
が
カ
ナ
ダ
締
結
条
約
に
違
反
し

た
と
い
う
主
張
が
、
含
ま
れ
た
。
上
訴
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
上
位
裁
判
所
（Superior Court of Q

uebec

）
に
よ
っ
て
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
法
律
と
条
約
の
優
劣
が
、
争
点
と
な
っ
た
。

一
九
六
六
年
七
月
五
日
、
ケ
ベ
ッ
ク
女
王
座
裁
判
所
（Court of Q

ueenʼs Bench of Q
uebec

）
は
、
上
訴
棄
却
の
判
決
を
下
し
て
、

次
の
と
お
り
述
べ
た
。「
カ
ナ
ダ
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
領
北
ア
メ
リ
カ
法
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
内
で
最
高
（suprem

e

）
で
あ
る
。
議
会

が
そ
の
管
轄
権
内
の
若
干
の
事
項
に
つ
い
て
明
ら
か
に
立
法
し
た
場
合
、
そ
の
立
法
の
効
力
が
、
対
外
条
約
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
は

ず
が
な
い
（could not be affected

）」。

な
お
、
ブ
ロ
ッ
サ
ー
ド
裁
判
官
（Brossard J.

）
は
、「
国
家
主
権
は
、
そ
れ
自
身
の
主
権
を
行
使
す
る
国
民
国
家
の
同
意
の
あ
る

（
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場
合
を
除
い
て
、
超
国
家
的
（supranational

）
ま
た
は
国
際
的
な
主
権
に
決
し
て
服
さ
な
い
」
と
付
け
加
え
た
。

シ
ョ
ー
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
レ
ス
タ
ー
大
学
）
は
、「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
の
多
数
の
よ
う
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー

が
採
択
さ
れ
る
他
の
諸
国
で
は
…
…
国
内
法
は
国
際
法
規
則
と
相
反
し
な
い
と
推
定
さ
れ
る
が
、
抵
触
の
場
合
、
前
者
が
優
先
権

（precedence
）
を
も
つ
」
と
、
法
律
優
位
論
を
説
い
た
。

同
様
に
、
カ
リ
ー
も
、「
履
行
立
法
が
あ
る
場
合
、
も
し
可
能
な
ら
ば
、
カ
ナ
ダ
を
拘
束
す
る
条
約
義
務
に
合
致
す
る
よ
う
読
ま
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
明
白
な
推
定
が
、
存
在
す
る
。
国
内
立
法
と
条
約
の
あ
い
だ
に
明
白
で
不
可
避
の
抵
触
が
あ
る
場
合
、
裁
判
所

が
前
者
に
優
先
権
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
ひ
と
し
く
明
ら
か
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

シ
ョ
ー
も
、
カ
リ
ー
も
、
典
拠
を
あ
げ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ス
ウ
ェ
イ
ト
事
件
判
決
が
投
じ
た
ス
ト
レ
ー
ト
に
と
っ
て
、
両
説
は
、

加
速
的
効
果
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
イ
ト
事
件
判
決
は
、
二
元
論
に
と
ら
わ
れ
ず
、
法
律
と
条
約
の
優
劣

を
論
じ
て
、明
確
な
立
場
を
打
ち
出
し
た
。一
判
決
が
明
確
な
態
度
を
示
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、一
時
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
メ
ン
バ
ー

で
あ
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
、
類
似
し
た
先
例
が
、
認
め
ら
れ
る
。

（
１
）　L.C.Green  International Law

: A
 Canadian Perspective

（1988

）（
以
下
“Green

”）76

－77.

（
２
）　

訳
文
は
、
山
田
晟
訳
に
準
拠
。
宮
沢
俊
義
編
『
世
界
憲
法
集
』（
昭
和
四
五
年
）
一
四
五
ペ
ー
ジ
。
ま
た
、
須
郷
登
世
治
『
独
英
日
対
訳
ド
イ

ツ
憲
法
の
解
説
』（
平
成
三
年
）
八
九
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
３
）　Green 76

－77.

（
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